
令和７年度学校評価計画書（最終） 

                                                学校名（宮内小学校） 

評価計画 自己評価 
学校運営協議会 

委員評価コメント 
改善方策 中期経営目標 

（めざす児童生徒像） 

短期経営目標 
（めざす児童生徒像） 

目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 
中間 
８月 

最終 
２月 

達成度 
評
価 

結果と課題の分析 

確かな学力の定着 

（自ら学び合う子） 

・各教科等の目標を達

成するための学びを

定着させる 

・全教科で学習計画表

を活用し、ゴールと見

通しを児童と共有す

る。 

 

 

・特別支援教育の考え

方を生かした個別最適

な学びを提供する。 

  

 

 

 

・年度内に授業で準備

する教材のデータベー

ス化を行う。 

・授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでい

ると捉える児童の割合。 

 

 

 

・１月実施の学力調査において、国

語、算数とも、全学年、①ステップ

５を20%以上、②ステップ１を８%以

下にする。 

 

 

 

・全学年全教科データベース化が完

了する。 

90% 

 

  

 

 

 

①100% 

②100% 

 

 

 

 

 

100% 

 

92% 

   

 

 

 

 

― 

― 

 

 

 

 

 

77% 

95% 

   

 

 

 

 

①90% 

②100% 

 

 

 

 

 

90% 

100% 

 

 

 

 

 

①90% 

②100% 

 

 

 

 

 

90% 

←【特】 

A 

 

 

 

 

 

①B 

②A 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・児童アンケート「課題の解

決に向けて自分で考え自分か

ら取り組んでいる。」95%。つ

けたい力と単元計画を児童と

共有することは主体的に学ぶ

児童の育成に効果的である。 

・学力テストの結果は、①ス

テップ5:18.0%（国：18.4%、

算：17.6%）、②ステップ

１:7.7%（国:6.1%、算：9.3%）。

今年度の取組である「ステッ

プ１を8%以下」を達成するこ

とができた。 

・学年ごとに、各教科の単元

計画やワークシート等をフォ

ルダに整理している。90%達

成。国算については全学年入

力済。 

・「自由」の中でのルールは自

己決定だと思っている。今の

子供たちに自己決定の場を与

えることは有効である。スッ

テプ１の児童が授業以外で活

躍できるような場を設けてほ

しい。 

・特別支援教育の視点を生か

した環境づくりで、ステップ1

の児童が学びに参加できてい

ると思う。継続して取り組む

とよい。 

 

・データベース化は多様な学

び方をする子供たちに対応で

きるし、職員の働き方改革に

つながる。 

・児童が主体的に学び

に向かう土台は整いつ

つあるが、引き続きゴ

ールと見通しを共有し

ていく。 

 

 

・学力テストの結果を

分析し、授業改善に生

かしていく。 

 

 

 

・データベース化は未

入力の所があるので、

今年度中に完了し、来

年度データベースが使

えるように整える。 

自律と協働の力の育

成 

（心豊かな子） 

・学校の中で一人一人

が認められ活躍でき

る場を増やす。 

・つながり支援の計画的

な実施をする。 

 

・学校のきまりを児童基

点で見直す。 

 

 

・児童会活動を計画的に

実施する。 

・学期２回以上、提案し各学級で実施 

  

 

・見直しについて代表委員会で話し合い改

正する。 

 

 

 

・計画（4月作成）に基づいた実施をする。 

・自分にはよいところがあると捉える児童

の割合。（児童アンケート）【校区共通項目】 

90% 

 

 

90% 

 

 

 

90% 

79% 

 

 

90% 

 

 

 

95% 

83% 

 

 

90% 

 

 

 

95% 

93% 

 

 

100% 

 

 

 

100% 

B 

 

 

A 

 

 

 

A 

・委員会などの児童会活動や

縦割り班活動、PBSに取り組む

ことで、自己有用感を感じた

り他者を意識して行動したり

する場を多く設けることがで

きてきている。 

 

・学校のきまりを児童基点で

考える機会を設けたことで、

自分たちの生活をよりよくす

るためにという思いで、各種

児童会活動に取り組むことが

できた。 

・不登校の児童生徒が増加す

る中で、自己有用感を感じら

れる委員会活動が展開されて

いるのはとてもよいと感じ

た。子供自身が企画、運営す

ることで、高学年は自己有用

感が高まり、それを見ている

低・中学年の児童は憧れの気

持ちを抱いており、キャリア

教育の素地にもなっていると

感じた。 

・自己有用感を高めら

れるよう、より効果的

な場の設定について引

き続き考えていく必要

がある。 

 

 

・引き続き、学校での

活動の全てを自分ごと

としてそのきまりをど

う守っていくかを児童

と一緒に考える場をも

っと意識していく必要

がある。 

体力の向上 

（運動を楽しむ子） 

・運動にふれる機会を

計画的に増やす。 

・体育の授業改善 

 

 

 

・休憩時間の外遊びの紹

・運動することが楽しい肯定的評価。

（児童アンケート） 

 

 

・年度終わりに年間計画が作成でき

90% 

 

 

 

90% 

94% 

 

 

 

― 

90% 

 

 

 

100% 

100% 

 

 

 

100% 

A 

 

 

 

A 

・12月より、遊びのすすめ・

セットメニューを作成し、授

業等で実施している。アンケ

ートを取って改善する。 

・委員会活動で、運動をする

・児童生徒の身体能 力が昔

と比較して1～2年程度遅れて

いると聞いたことがある。身

体能力の向上は全国的な課

題。遊びのすすめやセットメ

・次年度は、年度当初

からセットメニュー等

を紹介し、児童の体力

が向上するよう取り組

んでいく。 



介と時間の設定を行う。 ている。 イベントや運動会の体ほぐし

ダンスなど、楽しく体を動か

せる企画をした。 

ニューを児童に紹介すること

はよい。多様性の時代だから

こそ、団体活動でのルールが

ある。学校でしか学べないこ

とを引き続き学ばせてほし

い。 

・委員会が企画する体力

を向上するイベントな

ど、児童自身が考えるよ

う計画する。 

地域、保護者から信頼

される学校 

・宮内の学びを実感す

る場をつくる。 

 

 

 

 

・情報発信の質の向

上。 

・総合的な学習の時間を

中心に、児童が地域と関

わる場をつくり、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

・各種たよりを子どもの

学びが見えるものにす

る。 

・本校の取組への満足度。 

（児童、保護者アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各種たよりの満足度。 

（保護者アンケート） 

 

90% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90% 

92% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82% 

92% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82% 

100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91% 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

・生活科や総合的な学習の時

間で計画的に地域と関わる場

を設定することができた。ま

た、アンケートより児童の挨

拶に課題があったが委員会が

中心となって挨拶運動をした

り、教職員が率先して挨拶を

したりすることを通して、つ

ながり作りを意識することが

できた。 

・各種たよりを学びの様子が

分かるよう写真等を掲載し

た。宮内小日記で日々の様子

の情報を発信することができ

た。 

・地域との連携では、全学年

が学習活動等で地域と関わ

り、広がりを見せている。さ

らに地域資源を活用してはど

うか。アートギャラリーミヤ

ウチと連携して掲示委員会が

掲示のアドバイスを受ける

等、さらに広がるのではない

か。 

 

・もっと保護者に学校教育に

関わってほしいという思いを

もっている。ＰＴＡとして、

行事などで保護者をどのよう

に巻き込んでいくか、学校と

一緒に考えていきたい。挨拶

は保護者がすれば子供たちは

すると思っている。 

・挨拶については、依

然としてアンケート結

果が低い。引き続き、

児童発信の委員会活

動、職員からの挨拶等、

取り組んでいく。 

 

 

 

 

・今後もタイムリーな

情報発信を心掛けると

ともに、発信内容の質

の向上を意識してい

く。 

「達成度」＝報告期の達成値／目標値   「評価」＝目標値に対する評価の度合い （A：100%、B：80%以上、C：60%以上、D：60%未満） 

 


